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第４回蒲郡市教育振興基本計画策定委員会 議事録要旨 

令和５年２月８日（水）午後３時～ 

蒲郡市役所本館２階 201 会議室 

１ あいさつ 

 

２ 議事 

（１）議事要旨の確認について 

 事務局より「第３回蒲郡市教育振興基本計画策定委員会 議事録要旨」を説明 

 質疑 

なし 

 

（２）パブリックコメントの結果について 

 事務局より「会議資料１ 蒲郡市教育振興基本計画（案）のパブリックコメントについ

て」を説明 

 質疑 

【委員】 No.11 の意見の意図は、魅力的な学校をつくってほしいというように

感じるが、市の回答は意図に合っていない気がする。意図に合った適

切な回答が望ましい。 

【委員】 瀬戸市の「にじの丘学園」を視察した。その学校に入るため転入して

くる子どもがいる。蒲郡市も、学校の建て替えに合わせて魅力的な学

校づくりを進めるという回答を入れるとよいのではないか。 

【事務局】 回答を再度検討する。 

 

（３）修正案一覧について 

 事務局より「会議資料２ 教育振興基本計画修正内容一覧表」及び「会議資料３ 蒲郡

市教育振興基本計画（案）」を説明 

 質疑 

【委員】 各施策に担当課名が記載されたのはよいこと。なお、26 ページの図

書館について記載されている施策に、担当課として教育政策課を追

加する必要がある。 

【事務局】 担当課について再度精査する。 

【委員】 先ほど説明のあった、国の「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の

在り方等に関する総合的なガイドライン」に関する記述で、「ガイド

ラインに基づき」から「ガイドラインに沿って」に表現を変更した理

由を再度確認したい。 

【事務局】 国のガイドラインは随時内容が変更されており、内容が変化してい

く可能性があるものに対しては、「沿って」が適切ではないかと判断
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した。その他によい言い回しがあればご意見を伺いたい。 

【委員】 休日の部活動は、今の形を保ったまま地域移行するという理解でよ

いのか。 

【事務局】 部活動の地域移行については、現段階では明確な結論を出せないし、

計画には決定事項を記載しない予定である。今後も他の協議体で地

域移行に関する検討を進めることを想定している。 

【委員】 休日の部活動は地域に移行するが、平日の部活動は学校に残る。この

文部科学省の地域移行の方針もまだまだ流動的なものではないかと

感じている。教員の働き方改革を進めていかなければならない一方、

コンクールや大会の出場の問題もあるし、部活動のすべてを地域移

行することは学校の魅力を下げてしまう面もあると感じている。 

【委員】 地域移行の完了を目指すという表現については、「完了」は不要では

ないか。 

【事務局】 「完了」は表記から削除する。 

【委員】 62 ページの文科系部活動に関する記載内容が、前回の案よりも曖昧

な表現に変更されているのは、地域移行の方針が未確定という意味

合いのものか。 

【事務局】 お見込みのとおりである。 

【委員】 12 月議会において、教育長から特別支援学校に関する答弁があった。

その答弁を踏まえると、特別支援教育についての記載が少ないよう

に感じる。基本目標に特別支援教育についての記載を追加すること

はできないか。教育長のあいさつ文に記載がなされる予定なのか。 

【事務局】 現段階で基本目標の記述の変更は難しいため、教育長のあいさつ文

に記載を加えることを検討したい。 

【委員】 特別支援教育については、15 ページの「② 子どもの夢や理想を育

み、個々の能力を最大限に伸ばすことができる」という基本目標の文

章に、特別な支援や配慮を必要とする児童生徒に対する方針が入っ

ている。ただ、文章の前後のつながりを修正した方がよい。また、「③ 

健全で思いやりのある心を育むことができる」という基本目標の文

章には、多文化共生という言葉を入れたほうがいいのではないか。さ

らに、「⑥ 教員の働きがいがあり、快適に学ぶことができる」と「⑦ 

大規模災害や感染症拡大等の緊急時においても、安心・安全に学ぶこ

とができる」という基本目標の文章は、それぞれ構成を再検討しては

どうか。 

【事務局】 ご指摘を踏まえて、計画（案）の文章は全体的に再度精査する。 

【委員】 26 ページと 54 ページに、それぞれ図書館のレファレンス機能に関す

る記載があり、それらの表現は統一した方がよい。 
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【事務局】 再度表現を検討する。 

【委員】 22 ページの「(１)地域と学校の連携による目指すべき学校教育の実

現」の現状と課題の文章が適切か、再度確認してほしい。また、24 ペ

ージの「(３)学校を核とした「まちづくり」」について、学校を核と

した「まちづくり」という表現を使うのであれば、子どもの参加によ

るまちづくりという方向性やそのような記載内容が必要になってく

る。 

【事務局】 再度表現を検討する。 

 

３ その他 

 事務局より今後のスケジュールについて説明 

 委員長より挨拶 

 

以上 

 


